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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
　平成26年６月25日に提出いたしました第12期（自　平成25年４月１日　至　平成26年３月31日）有価証券報告書の記

載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、有価証券報告書の訂正報告書を提出するもの

であります。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第２　事業の状況

１　業績等の概要

業績

(3）自己資本比率

（自己資本比率の状況）

（参考）連結自己資本比率（国際統一基準）

（参考）当行及び連結子会社のデリバティブ取引にかかる信用リスク相当額

７　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

１．業績の状況

（財政状態及び経営成績の分析）

(5）自己資本比率に関する分析

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿を付して表示しております。
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第一部【企業情報】

第２【事業の状況】

１【業績等の概要】

業績

（3）自己資本比率

　　（訂正前）

連結総自己資本比率は15.36％、また単体総自己資本比率は15.58％となりました。

　　（訂正後）

連結総自己資本比率は15.48％、また単体総自己資本比率は15.58％となりました。

（自己資本比率の状況）

（参考）

＜略＞

連結自己資本比率（国際統一基準）

　　（訂正前）

（単位：億円、％）
 

 平成26年３月31日

１．連結総自己資本比率（４／７） 15.36

２．連結Tier１比率（５／７） 12.25

３．連結普通株式等Tier１比率（６／７） 10.11

４．連結における総自己資本の額 81,803

５．連結におけるTier１資本の額 65,253

６．連結における普通株式等Tier１資本の額 53,865

７．リスク・アセットの額 532,426

８．連結総所要自己資本額 42,594

 

　　（訂正後）

（単位：億円、％）
 

 平成26年３月31日

１．連結総自己資本比率（４／７） 15.48

２．連結Tier１比率（５／７） 12.35

３．連結普通株式等Tier１比率（６／７） 10.19

４．連結における総自己資本の額 81,806

５．連結におけるTier１資本の額 65,253

６．連結における普通株式等Tier１資本の額 53,865

７．リスク・アセットの額 528,237

８．連結総所要自己資本額 42,258
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（参考）

　当行及び連結子会社のデリバティブ取引にかかる信用リスク相当額は以下のとおりであります。

　　（訂正前）

種類
 

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当連結会計年度
(平成26年３月31日)

金額（百万円） 金額（百万円）

金利スワップ 7,853,725 5,846,360

通貨スワップ 1,858,601 1,774,174

先物外国為替取引 2,534,418 1,692,850

金利オプション（買） 185,359 150,779

通貨オプション（買） 536,720 327,861

その他の金融派生商品 2,346,129 1,613,048

一括清算ネッティング契約による

信用リスク相当額削減効果
△10,629,432 △6,814,487

合計 4,685,521 4,590,588

（注）　＜略＞

 

　　（訂正後）

種類
 

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当連結会計年度
(平成26年３月31日)

金額（百万円） 金額（百万円）

金利スワップ 7,853,725 5,846,360

通貨スワップ 1,858,601 1,774,174

先物外国為替取引 2,534,418 1,692,850

金利オプション（買） 185,359 150,779

通貨オプション（買） 536,720 327,861

その他の金融派生商品 2,257,399 429,372

一括清算ネッティング契約による

信用リスク相当額削減効果
△10,629,432 △6,814,487

合計 4,596,791 3,406,911

（注）　＜略＞

 

EDINET提出書類

株式会社みずほ銀行(E03532)

訂正有価証券報告書

4/5



７【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

１．業績の状況

(財政状態及び経営成績の分析)

(5）自己資本比率に関する分析

（図表13）連結自己資本比率(国際統一基準)

　前連結会計年度は旧みずほコーポレート銀行の計数を表示しております。

　　（訂正前）

  
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当連結会計年度

（平成26年３月31日）
比較

  金額（億円） 金額（億円） 金額（億円）

連結総自己資本比率（④/⑦） ① 13.89％ 15.36％ 1.47％

連結Tier１比率（⑤/⑦） ② 11.03％ 12.25％ 1.22％

連結普通株式等Tier１比率（⑥/⑦） ③ 8.65％ 10.11％ 1.46％

連結における総自己資本の額 ④ 51,300 81,803 30,502

連結におけるTier１資本の額 ⑤ 40,713 65,253 24,540

連結における普通株式等Tier１資本の額 ⑥ 31,950 53,865 21,914

リスク・アセットの額 ⑦ 369,083 532,426 163,343

連結総所要自己資本額 ⑧ 29,526 42,594 13,067

 
 

　総自己資本の額は、合併による旧みずほ銀行からの自己資本の引き継ぎ、連結当期純利益の計上による利益

剰余金の増加等により、前連結会計年度末比３兆502億円増加し、８兆1,803億円となりました。一方、リス

ク・アセットの額は、前連結会計年度末比16兆3,343億円増加し、53兆2,426億円となりました。この結果、連

結総自己資本比率は前連結会計年度末比1.47ポイント上昇し、15.36％となりました。

 

　　（訂正後）

  
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当連結会計年度

（平成26年３月31日）
比較

  金額（億円） 金額（億円） 金額（億円）

連結総自己資本比率（④/⑦） ① 13.91％ 15.48％ 1.57％

連結Tier１比率（⑤/⑦） ② 11.04％ 12.35％ 1.31％

連結普通株式等Tier１比率（⑥/⑦） ③ 8.66％ 10.19％ 1.53％

連結における総自己資本の額 ④ 51,301 81,806 30,504

連結におけるTier１資本の額 ⑤ 40,713 65,253 24,540

連結における普通株式等Tier１資本の額 ⑥ 31,950 53,865 21,914

リスク・アセットの額 ⑦ 368,738 528,237 159,498

連結総所要自己資本額 ⑧ 29,499 42,258 12,759

 
 

　総自己資本の額は、合併による旧みずほ銀行からの自己資本の引き継ぎ、連結当期純利益の計上による利益

剰余金の増加等により、前連結会計年度末比３兆504億円増加し、８兆1,806億円となりました。一方、リス

ク・アセットの額は、前連結会計年度末比15兆9,498億円増加し、52兆8,237億円となりました。この結果、連

結総自己資本比率は前連結会計年度末比1.57ポイント上昇し、15.48％となりました。
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